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経済産業省HPより
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変動性

曖昧性

複雑性
不確実性

VUCA（ブーカ）とは、「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態」。VUCA時代は「今まで通りの
延長線ではない時代」である。

予測困難な時代
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未来の仕事レポート: トップ 10 スキル

生産性の時代から創造性の時代へ

「Future of jobs Report_未来の仕事白書」より

世界経済フォーラム(ダボス会議)



※内閣府
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• デジタル革新を人々の多様な生活や幸せの追求のために活用すべき。
• 今後、人々には世の中を変える「想像力」と「創造力」が必要。

• Society5.0とは創造社会であり、「デジタル革新と多様な人々の想像・創造力の融合に
よって、社会の課題を解決し、価値を創造する社会」である。

「創造社会」Society5.0

Society1.0
狩猟社会

Society5.0
超スマート社会
(創造社会）

Society4.0
情報社会

Society3.0
工業社会

Society2.0
農耕社会

デジタル革新

課題解決

多様な人々の想像・創造力

価値創造
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これからの時代に必要とされるスキル

有識者調査 総務省資料より



ビジネスに新たな価値創造が求められています



/ ビジネスとアートのいま

企業向けアートスクール

MBAコースの開設

アーティストの役員就任

作品やアーティストとの交流

アートやアーティストを

用いた企業再建に成功

アート関連の

協賛や事業開発を推進

スポンサー費用総額

2018年 10億ドル超え

地域の信頼性を向上

富裕層新規顧客の獲得

Royal College of Art

Central Saint Martins
Artist-in-residence program Unilever

Tesla, SpaceX, NetFlix 米国 UBS

02 03

04 05 06

01

社会における問題解決の方法として、アートへ対する期待が高まっています。

アートプログラムによる人材育成ついて
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/ ビジネスシーンからアートに寄せられる期待とは

様々な角度から物事を

観察し、解釈する

新たな意味や価値を

つくり出す

社会に発信する

新しい視点や

アイディアを生み出す

無関係と思われる

ものを結びつける

世界のビジネスリーダーが

いまアートから学んでいること

を、紐解くと…

ニール・ヒンディ著

変動性、不確実性、複雑性、曖昧性の高まりによる

“正解”の予測が困難な時代に幅広く応用可能な資質の獲得と言えるのではないでしょうか。

アートプログラムによる人材育成ついて
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自己を理解する

人と異なる発想を

しようとする態度



/ なぜ、アート鑑賞なのか

01 アートとの出会いによって

解釈の多様性の保障する
アートは唯一無二の正当を求めません。

一人ひとりに解釈の多様性を保障します。

創造性にスイッチを入れる
作品と向き合うことでムリなくリラックス

すると同時に、感覚が活性化。

創造的に脳を働かせる準備ができます。

アートプログラムによる人材育成ついて
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/ なぜ、アート鑑賞なのか

02 アートとの対話によって

感覚や知識が総動員される
アートに備わる多様な文脈を汲み取るという

能動的な対話によって感覚や知識が総動員されます。

オリジナルの考えを組み立てる
汲み取った文脈をアウトプットする行為は、

必要な情報を取り出し、整理し、

自身の感じたことを交えながら論理的に

組み立てる作業を内包します。

アートプログラムによる人材育成ついて

Object

社会的文脈

政治、ジェンダー、

Subject

身体的文脈

視覚、聴覚、触覚..

Context

歴史的文脈

日本史、西洋史、文化..

アイデンティティ..

色、かたち

主題
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/ なぜ、アート鑑賞なのか

03 参加型のグループワークによって

自身の感覚・価値観に触れる
価値観を軸とした事業開発やマーケティング・

コミュニケーションの重要度が高まる昨今に、

自身の価値観で社会を見渡すきっかけを提供します。

多様な解釈と価値観に接続する
自身の価値観に加え、社会に存在する価値観に気づき

理解することもビジネスクオリティ向上にあたって

重要度の高い能力。

グループワークの形式によって価値観を相互に

理解する体験を提供します。

アートプログラムによる人材育成ついて

Object

社会的文脈

政治、ジェンダー、

Subject

身体的文脈

視覚、聴覚、触覚..

Context

歴史的文脈

日本史、西洋史、文化..

アイデンティティ..

色、かたち

主題
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/ 美術出版エデュケーショナルのアートプログラム

美術出版エデュケーショナルは、教育現場に“アートに

よる学び” に必要な教材を68年余り提供して参りました。

当社が提供するアートプログラムは、オリジナル鑑賞

ツール「スコープ・アートカード」を導入し、「創造性

向上」や「多様性・世代間コミュニケーション」など、

教科教育からヒントを得て、企業人材育成に応用されて

いるのが特長です。これからは、他者の視点を取り入れ

る姿勢で、多様で不確実な時代に広い視野を持って環境

の変化に素早く対応できるような人材が求められます。

「アートの視点」を取り入れた様々なアクティビティを

通して、新たな価値創造が出来る組織の育成をお手伝を

いたします。

“アートの視点”を様々なアクティビティを通して獲得する
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プログラムが目指す姿

ミッション

当プログラムでは、創造性を以下に定義しています。

“著作権のような個性の差別化ではなく、よりよく

生きようとする創発的な個人を形成し、よりよい組

織を協働で作り出すための態度や能力”



⚫ 基礎力の育成

・様々な角度から物事を観察し情報を収集する能力

・違いを生み出す創造的な知性と美的な感性

⚫ 思考力の育成

・知識を概念化し、より高度に思考・判断する能力

・無関係と思われているものを柔軟に結びつける能力

・創造的に発想し、新たな意味や価値をつくりだす能力

・自分の言動を他者の視点でとらえるメタ認知能力

⚫ 実践力の育成

・相手の気持ちや考えを察するホスピタリティ

・人間関係を維持・形成できるコミュニケーション能力

・人と異なる資源や新しいアイディアを生み出そうとする態度
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“アートの視点”を様々なアクティビティを通して獲得する

/ アートプログラム3つの柱
コンセプチュアルスキル開発、ヒューマンスキル開発



成長型マインドセットを身につける、体感型でアウトプット重視のプログラム設計

１．アート思考プログラム 入門編 対象：新人、中堅リーダー、管理職、経営層

＜個人の創造的思考の獲得と、創発のイメージをつかむ＞

２．アート思考プログラム 応用編 対象：中堅リーダー、管理職、経営層

＜“正解”の予測が困難な時代に幅広く応用可能なビジネスセンスを獲得＞

３．創発的なチームビルディング 対象：中堅リーダー、管理職

＜個人の成長と組織の成果の双立、心理的安全性を向上＞
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“アートの視点”を様々なアクティビティを通して獲得する

①人の思考(≒認知)の特徴を知る

②自分の思考(≒認知)のタイプを知る

③創造的思考獲得に向けた“アンラーニング” と “リフレーミング” の感覚をつかむ

④ビジネスシーンにおけるケーススタディを通じて、創発による課題解決のプロセスを体験する

①アートの事例を通じて、多様な視点(≒リフレーミング)を持つという感覚を身につける

②“意味づけ”について理解を深め、新しい意味づけを自身で出来るようになるヒントをつかむ

③“想定外”の事態に対する耐性をもったチャレンジマインドを養う自分なりの方法を見つける

④プロトタイピング(≒形にして世に問うこと)の重要性を腹落ちさせる

①自身のパーソナリティタイプを知り、コミュニケーションのスタイル(≒特徴)を理解する

②コミュニケーションにおける一般的な“制約事項”を知り、円滑にやり取りできる環境の重要性を認識する

③ワークショップを通じて、チームビルディングのプロセスを理解する

④良質なコミュニケーション必要な事項を参加者間でまとめる

/ アートプログラム基本メニュー

所要時間 300分～

所要時間

所要時間

300分～

300分～
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アートプログラムによる人材育成ついて

/ アートプログラム研修効果の例

その他事例 実績



Supervision

奥村 高明
Taka-aki Okumura

日本体育大学

児童スポーツ教育学部教授

東京国立近代美術館 評議員

博士(芸術学)。公立小中学校教諭、宮崎大学教育学部附属小学

校教官教諭、宮崎県立美術館学芸員、文部科学省教科調査官、

聖徳大学児童学部長を経て現職。美術教育や美術鑑賞分野を

長年にわたって研究。 『エグゼクティブは美術館に集う』

（光村図書出版）『美術館活用術』(美術出版社) マナビズム

「知識」は変化し「学力」は進化する 最新刊『コミュニ

ティ・オブ・クリエイティビティ』 (日本文教出版)など著書

多数。アート鑑賞教材『スコープ アートカード』『スコープ

エウレカボックス』(美術出版エデュケーショナル) 監修。
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Produce / Planning / Instructor 

臼井 清
Kiyoshi Usui

合同会社 志事創業社 代表

株式会社美術出版エデュケーショナル

教育研修プロデューサー

事業開発アーティスト。セイコーエプソン㈱で国内や台湾、

英国、ドイツでマーケティングと人材資源管理（HRM）を中

心に経験を積み退社。2014年「人生を豊かにするチャレン

ジ」を応援するコンサルティング会社 志事創業社(しごとそう

ぎょうしゃ)を設立。各種研修・セミナーのプロデュース、

ファシリテーション、顧客開拓マーケティング、企画運営な

どを手掛ける。㈱美術出版エデュケーショナルのプロデュー

サーとして、アートのビジネスシーンでの活用も推進中。

日経BP総研講師、丸の内プラチナ大学講師、(公財)パブリッ

クリソース財団シニアフェローなど。アートナビゲーター1級。
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/ アートプログラムディレクター



Direction / Planning / Instructor

浅井 由剛
Yugo Asai

株式会社 カラーコード 代表取締役

京都芸術大学准教授

アート思考研究会代表幹事

武蔵野美術大学 空間演出デザイン卒業後、働きながら中東と

アジアを放浪。帰国後、店舗企画、アパレルデザイン、生産

管理、マネジメント、マーケティングを経て2008年、株式会

社カラーコードを設立。グラフィックデザインと商品企画を

中心にデザインを行うかたわら、デザインを社会や企業で活

用する取り組みとして講座や講演等実施中。クリエイター

チームカラフル 主宰。静岡県地域づくりアドバイザー。明治

大学サービス創新研究所 研究員。
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/ アートプログラムディレクター

Produce by
株式会社 美術出版エデュケーショナル
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アートプログラムによる人材育成ついて

アートカードとは、アメリカで開発された鑑賞教
育教材。日本に初めて導入したのは愛知教育大学の
藤江充(ふじえみつる)。「アート・ゲームについて
(１)」愛知教育大学研究報告47(教育科学編)ｐ143-
151(1998)。

スコープアートカードは、先進的な実践例として
島根県立石見美術館のアート・ゲーム用ワークシー
ト、海外の事例は「美術館活用術～鑑賞教育の手引
き～ロンドンテート美術館編」美術出版エデュケー
ショナル発行美術出版社発売 奥村高明・長田謙一
監訳などを参考にしたオリジナル鑑賞ツール。

/ アートカードとは



株式会社 美術出版エデュケーショナル
162-0845  東京都新宿区市谷本村町2-19

TEL  03-3235-5137
FAX 03-3260-2407
matsumoto@bijutsu.co.jp 教育研修事業:松本重俊

お問合せは…

mailto:Matsumoto@bijutsu.co.jp
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